
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和６年４月 19 日発行（第 189 号） 

 

普及センターだより 
 

宮古農業改良普及センター TEL：0193-64-2220 FAX：0193-64-5631 

岩泉普及サブセンター   TEL：0194-22-3115 FAX：0194-22-2806 

いわてアグリベンチャーネット https://www.pref.iwate.jp/agri/i-agri/ 

耕耳苑
こ う じ え ん

 
 いわてアグリ 

ベンチャーネット 

にも掲載中！ 

新年度のごあいさつ 

宮古農業改良普及センター所長 荻内謙吾  

若草の季節となり、皆様には事故なく穏やかな日々を過ごせますようお祈りいたします。 
  さて、農作物生産に欠かすことのできない肥料･飼料･燃料の資材は、近年、過去最高水準まで高
騰・高止まりしており、一方で国産農畜産物の価格は横ばいの状況が続いております。我々普及セン
ターとしましても、この難しい事態を乗り越えていかねばと、新年度にあたりさらに気を引き締めてお
ります。 

今年度、岩手県民計画の第 2 期アクションブランが２年目に入り、特にも人口減少対策、GX、DX、
安全安心な地域づくりの４つの重点事項を中心に取り組んでいるところであり、農業分野でも新規
就農者等担い手の確保・育成や、環境負荷低減対策、スマート農業技術の導入、効果的な病害虫防
除対策等による産地力向上など、農業者の皆様の所得向上に向けて引き続き努力して参ります。そ
のなか各分野で、県の地域経営推進費も活用した研修会や見学会を開催する予定としておりますの
で、皆様の参加をお待ちしております。 

この４月には、宮古と岩泉の職場に計１０名が転入しましたので、地域の状況など御教示いただけ
ればと存じます。本年度も職員一同、どうぞよろしくお願いします。 

着任のごあいさつ 

宮古農業改良普及センター 岩泉普及サブセンター 技術主幹兼所長 及川 修  

前任地の中部農業改良普及センタ－から異動してまいりました。宮古地域は、平成 15 年から３年
間、宮古農業改良普及センターに勤務して以来、18 年ぶりです。 

さて、今年の干支は「辰」であり、動物では「竜」のことです。竜は十二支の中で唯一、空想上の生
き物で、権力や隆盛の象徴であることから、出世や権力に大きく関わる年といわれます。 

竜にまつわる故事成語も色々あり、「竜頭蛇尾」（初めは勢いがあるが終わりがふるわないこと）
や、「画竜点睛を欠く」（最後の肝心の部分が抜けているために不完全な状態にあること）といった
好ましくない言葉もあります。 

今、厳しい農業情勢ではありますが、普及センターとしても、竜頭蛇尾に終わることなく、画竜点睛
を欠くことなく、竜が水や雲、翼を得るよう、持てる力を存分に発揮し、農業の持続的な発展を目指し
ます。 

そして、常に前向きに挑戦していく姿勢を持ち、過去からの延長ではなく未来から逆算して、業務
に取り組んでまいりますので、職員一同よろしくお願いします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年度転入者、新採用職員の紹介 
 

氏 名 島
しま

 輝夫
て る お

 

役 職 技術主幹 兼 産地育成課長（宮古） 

前所属 花巻農林振興センター 技術主幹兼農政推進課長 

出身地 盛岡市（現在は花巻市に居があります） 
趣 味 ドライブ 
抱 負 久方ぶりの現地普及センターの勤務となります。少しでも皆様の

お役に立てるようにがんばります。 

氏 名 及川
おいかわ

 修
おさむ

 

役 職 技術主幹 兼 所長（岩泉） 

前所属 中部農業改良普及センター 技術主幹兼地域指導課長 

出身地 北上市 

趣 味 乱読 
抱 負 人の受け売りですが、焦らず、怒らず、威張らず、腐らず、負けず、

「青い熊 or 追い悪魔」で業務に取組みます。 

氏 名 西田
に し だ

 清
きよし

 

役 職 上席農業普及員（宮古） 

前所属 岩手県農業研究センター 畜産研究所 上席専門研究員 

出身地 滝沢市（単身赴任です。） 
趣 味 この春から「宮古街ぶら」してみたいです。 
抱 負 ６年ぶり３回目の普及員、沿岸勤務は初です。皆様とたくさん御話

していきたいので、よろしくお願いします。 

氏 名 山本
やまもと

 研
けん

 

役 職 上席農業普及員（宮古） 

前所属 中部農業改良普及センター 遠野普及サブセンター 上席農業普及員 

出身地 八幡平市（旧 安代町）（現住所：盛岡市） 
趣 味 登山（低山限定） 
抱 負 宮古地域での勤務は初めてです。皆様と連携し、宮古地域農業の

発展に役立てるよう努めて参ります。 

氏 名 松浦
まつうら

 拓也
た く や

 

役 職 上席農業普及員（宮古） 

前所属 八幡平農業改良普及センター 上席農業普及員 

出身地 八幡平市 

趣 味 音楽鑑賞 
抱 負 しばらくぶりの沿岸地域での勤務となります。地域の特色を活か

しつつ、皆様のお力となれるよう頑張りたいと思います。よろしくお
願いします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

氏 名 佐々木
さ さ き

 絢
じゅん

菜
な

 

役 職 技師（宮古） 

前所属 奥州農業改良普及センター 技師 

出身地 盛岡市 

趣 味 実家の猫 
抱 負 慣れない土地なので、人と道を覚えるところから始めたいです。迷

っていたら優しくしてやってください。 

氏 名 細川
ほそかわ

 健
たけし

  

役 職 上席農業普及員（岩泉） 

前所属 農業普及技術課 岩手県農業研究センター駐在 上席農業普及員 
出身地 矢巾町 

趣 味 卓球、農作業（手伝い程度） 
抱 負 岩泉は新採用（Ｈ９～12）でお世話になって以来、２３年ぶりに戻

ってきました。また野菜担当としてお世話になります。 

氏 名 昆野
こ ん の

 有
ゆ

芽
め

 

役 職 農業普及員（岩泉） 

前所属 八幡平農業改良普及センター 岩手町駐在 農業普及員 
出身地 北上市 

趣 味 音楽鑑賞 
抱 負 宮古・岩泉地域の更なる農業振興に向け、少しでもお力になれる

よう頑張ります。よろしくお願いします。 

氏 名 熊谷
くまがい

 瑚斗子
こ と こ

 

役 職 技師（宮古） 

前所属 新採用 

出身地 盛岡市 

趣 味 旅行、登山 
抱 負 野菜・花きの栽培技術を理解し、農家さんにアドバイスできるよう

に頑張ります。 

氏 名 澤田
さ わ だ

 建
たつる

 

役 職 主任農業普及員（岩泉） 

前所属 宮古農業改良普及センター 主任農業普及員 

出身地 雫石町 

趣 味 登山、温泉、猫 
抱 負 宮古普及センターからスライド異動しました。 

変わらず畜産を担当しますので、よろしくお願いします。 



転出者の紹介 

公
所 

氏名  転出先  

宮

古 

昆 悦朗 （産地育成課長） 八幡平農業改良普及センター （地域指導課長） 

小原 善一 （上席農業普及員） 岩手県立農業大学校 （准教授） 

鈴木 元 （上席農業普及員） 一関農業改良普及センター （地域指導課長） 

千田 聡実 （農業普及員） 大船渡農業改良普及センター （農業普及員） 

千葉 安紗実 （農業普及員） 一関農業改良普及センター （農業普及員） 

岩

泉 

伊藤 修 （技術主幹兼所長） 岩手県農業研究センター 畜産研究所 （専門幹研究員） 

佐々 木 久彦 （上席農業普及員） 岩手県農業研究センター 企画管理部 （農業経営研究室長） 

千葉 彩香 （主査農業普及員） 農林水産部農業普及技術課 （主査農業普及員） 

佐々 木 優希 （農業普及員） 岩手県農業研究センター 畜産研究所住田町駐在 （技師） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春の農作業安全月間が始まりました 
「ひと休み 急がば回れ 農作業 ゆとり忘れず 安全管理」 

 
４月 15 日から６月 15 日は、春の農作業安全月間です。 
春は、耕起・代かきや田植えなど農業機械による作業が多くなることから、例年、この時期に農作

業事故が多く発生しています。令和５年は、岩手県内で８件の農作業死亡事故が発生しており、その
うち６件はトラクター（乗用型４件、歩行型２件）によるものでした。 
  シートベルトの着用や安全フレームの装着、農業機械の始業前点検など基本動作の実施のほか、作
業時は携帯電話を携帯し、家族に作業場所と帰宅時刻を知らせるようにすることで、農作業事故のリス
クを減らすように心がけましょう。                                            【担当：戸田】 

山火事に注意しましょう 
「忘れない 山の恵みと 火の始末」 

 
  令和５年は県内で 28 件、宮古管内で４件（宮古市３件、山田町１件）の林野火災が発生しました。 

県では、３月１日から５月31日までを「山火事防止運動月間」としており、大切な森林を守るため、
山火事防止の注意喚起等を実施しています。例年この時期は野山が乾燥し風の強い日も多く、山火
事が起きやすい気象条件のため、火の扱いには特に気をつけましょう。 
  「強風、乾燥時は火を使わない」「森林の近くでたき火、野焼きをしない」「たばこの吸いがらを投

げ捨てない」といった注意点のほか、「火入れを行う際は、市町村長の許可を必ず受ける」ことを念頭
において、山火事防止を徹底しましょう。                                     【担当：戸田】 

編集後記 
令和６年５月号耕耳苑をお読みいただきありがとうございます。今年度も変わらぬご愛顧の程、

よろしくお願いいたします。 
さて、今年の春は暑い日が続く見込みのようです。私は先日、朝夕が涼しいので油断していたと

ころ、日中にフラフラっとしました。農作業事故だけでなく、熱中症にも気をつけましょう。  （戸田） 


